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2 アーサー・C.ダントーは著書『アートとは何か ―芸術の存在論と⽬的論―』（佐藤⼀進訳、⼈⽂書院、2018 年）の中
で、「カメラがモダニズムを起動させた」(p.121)と述べている。 
3 Claris, Edmond, De L'Impressionnisme En Sculpture : Lettres Et Opinions de Rodin, Rosso, Constantin Meumier 












         
図２ クロード・モネ「印象・⽇の出」油絵、キャンバス  図３ パブロ・ピカソ「座る裸婦」油絵、キャンバス 
   48cm×63cm、1872 年、マルモッタン美術館     92.1cm×73cm、1909-1910 年、テートモダン 
 
       
   図４ メダルド・ロッソ「少年」⽯膏、蝋    図５ カミーユ・クローデル「分別盛り」ブロンズ 
 1906 年、Harry Lewis Winston コレクション   61.5cm×85cm×375cm、1899 年、カミーユ・クローデル美術館 
                                                
4 Claris, Edmond, De L'Impressionnisme En Sculpture : Lettres Et Opinions de Rodin, Rosso, Constantin Meumier 
Etc, Paris, La Nouvelle Revue, 1902, p.89 
 9 


















                                                
5 ⾹川檀『想起のかたち 記憶アートの歴史意識』⽔声社、2012 年、p.124 
6 註 5 掲書、pp.115〜116 参照 
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7 ⾹川檀『想起のかたち 記憶アートの歴史意識』⽔声社、2012 年、p.102 
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   図９ 象⼭隆利「1999002」、陶、1999 年        図 10 象⼭隆利「1999003」、陶、1999 年 
      ラフォーレコレクション（イタリア）          ミューザ川崎シンフォニーホール 
 
















ラミッド（図 11）だろう。紀元前 2500 年頃（今から 4500 年前）に作られ、現在の⾼さは


























                                                
8	吉村作治・後藤健『四大文明［エジプト］』、NHK 出版、2000 年、pp.103〜104 
 14 
 






の直⽴巨⽯が、紀元前 2500 年から紀元前 2000 年の間に⽴てられたと考えている。そして、

















1.3. 無名性 ‒ 現代 
 
1.3.1. デザイン 
 20 世紀という時代は特異な時代である。18 世紀半ばから 19 世紀にかけて起こった産業
⾰命は、世界に機械化と⾃動化をもたらし、20 世紀は科学技術の発展とさらなる⼯業化で























                                                






























                                                




















                                                
11 ⻄村清和『現代アートの哲学』産業図書、1995 年、pp.3〜5 
12 マイケル・オプレイ(オリジナル版), ⻄嶋憲⽣(⽇本版)編 『アンディ・ウォーホル フィルム』⻄嶋憲⽣ほか訳、タ
ゲレオ出版、1991 年、p.40 






























                                                















図 15 ゴッドフリー・レッジョ監督 映画「コヤニスカッティ」1982 年 
 





                                                











































にも及び、1927 年から 1941 年 10 ⽉ 31 ⽇まで 14 年間をかけて作製された16。 
 
 



































                                                
17 藤⽥尚則『ブラック・ヒルズ訴訟物語 ―連邦政府によるアメリカ・インディアンの⼟地政策瞥⾒―』⽂京学院⼤学















 12 世紀に編まれた『⻄⾏法師家集』には、次のような歌がある19。 
 
太神宮御祭⽇よめるとあり 











                                                














 図 19 はマイケル・ハイザーの「Rift（劣化）」、図 20 はロバート・スミッソンの「突堤
スパイラル」で、いずれもランドアートの代表的な作品である。 
 
 図 19  マイケル・ハイザー「Rift（劣化）」       図 20 ロバート・スミッソン「突堤スパイラル」 





































                                                
20 ジョン・バーズレイ『アースワークの地平 環境芸術から都市空間まで』三⾕徹訳、⿅島出版会、1993 年、p.13 















     図 21 ロバート・モリス「観測所」        図 22 ロバート・モリス「観測所」上空から撮影 














 図 22 ジェームズ・タレル「ローデン・クレーター」  図 23 ジェームズ・タレル「ローデン・クレーター」内部 
















                                                














2.1.3. ⾃然素材の使⽤ ‒ ⽣の肯定 








       図 25 象⼭隆利 舞台美術、電機曲⾺団「夜」⼤宮ソニックシティイベント広場、1993 年 
                                                
24 宮内勝典『宇宙的ナンセンスの時代』新潮社、1988 年、pp.233〜236 
25 「光の館 - House of Light」は、第 1 回「⼤地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」（2000 年）で「瞑想のた
めのゲストハウス」として構想され制作された、宿泊可能なジェームズ・タレルの作品。 
26 『インターコミュニケーション 27』NTT 出版、1999、p.123	
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り返したのち、1571 年に建てられた 4 代⽬の本殿が現在の本殿である。島全体が神聖視さ
れていたため、社殿は陸地を避けて海にせり出すかたちで建てられている。 
 満潮で⼤潮のときには、回廊ぎりぎりまで⽔位があがり、台⾵と⾼潮が重なると回廊はす
                                                














      図 27 海上から望む厳島神社                  図 28 ⼤⿃居 
 
  
        図 29 回廊の基礎部分                   図 30 礎⽯部分 
                                                


















          図 31 笠森寺                  図 32 笠森寺基礎部分 
 
 前述の⾃⾝の舞台美術（図 25）は、公演会場に常に吹いているビル⾵を可視化してみせ
たもので、⼈為的に⾵を起こしたものではない。また図 33 の作品は、⻑さ 25cm の⽅位磁
針を並べたもので、磁針は南北を向き、磁⼒線の向きの影響で北側に若⼲傾いている29。つ
まり、その場の地球上の位置を象徴的に指し⽰している。その場所が潜在的に持つ⼒を可視
                                                
29 ⽅位磁針は、磁⼒線の向きに平⾏になる。磁⼒線は地上に対して平⾏ではないため、北半球では北側に傾く。その

























                                                
30 ⻄桂『⽇本の庭園⽂化 歴史と意匠をたずねて』学芸出版社、2005 年、p.5 
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                     図 36 奥野ビル内部 
 
  
     図 37 象⼭隆利展、2017 年、巷房１       図 38 象⼭隆利「2017003」、陶、1980×170×H180  
 
 展⽰された作品は、その展⽰室に合わせて構想されたもので、それぞれの展⽰室で異なる
















     図 39 象⼭隆利「2017002」（部分）        図 40 象⼭隆利「2017004」、陶、680×680×H50  
 
   
              図 41 象⼭隆利「2017007（遠景）」、2017 年、巷房地下 
 
 階段で地下に降りると、3 階とは打って変わった⼈⼯的なホワイトキューブが出現する


































































     
  図 46 内海昭⼦「たくさんの失われた窓のために」   図 47 マッド・アーキテクツ「ライトケーブ（光の洞窟）」 





                                                
31 http://www.echigo-tsumari.jp/artwork/for_lots_of_lost_windows、2019年 8月 16日閲覧 















図 48 オラファー・エリアソン             図 49 ネッド・カーン「Turbulent Line」2012 年 

















            図 50 象⼭隆利「Surface」陶、130cm×130cm×10cm、2019 年 
 
 
                図 51 象⼭隆利「Surface（部分）」2019 年 
 42 









 制作⼯程は、⼤きく分けて、① 粘⼟原型作成、② 型取り（粘⼟原型）、③ 硬質⽯膏原型






















           図 52 型取り                  図 53 雌型の内側を磨く 
 
  
     図 54 硬質⽯膏原型の表⾯を荒らす               図 55 表⾯のアップ 
 
  



















        図 58 ⽯膏型を割る                図 59 つなぎ合わせて型を補強 
 
  





























炭を⼊れて還元焼成を⾏った（図 66、67）。サヤの構造は図 68 のとおりである。サヤとス
テンレス板は 17 箇所ボルトで固定した。 
 
  
 図 66 作品に炭を乗せる（この後、全⾯に乗せた）         図 67 サヤに⼊れて窯⼊れ 
 
 




































            図 69 象⼭隆利「Line」ガラス、270cm×2.5cm×4.5cm、2019 年 
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型取りをしている。⼀つのパーツは、⻑さ 90.0cm、奥⾏き 2.5cm、⾼さ 4.5cm である。図
70 は、クローズアップ撮影した作品のディテールで、作品表⾯の半透明な様⼦や、上部に
ある微細な突起などがわかる。 









 電気炉で焼成した。ガラスカレットは、三徳⼯業の A スキガラスを使⽤した。使⽤した
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図 72 象⼭隆利「Point」陶、42cm×42cm×52.5cm、2019 年 
 
 この作品（図 72）は陶の作品で、焼成温度は 1170℃、サイズは幅と奥⾏きが 42.0cm、
⾼さが 52.5cm である。 










      図 73 ベニヤ板で作成した雌型            図 74 ビスで留めて型を⼀体化する 
 
② 型込め 
 ベニヤ板を積層して作った雌型に、粘⼟を込めた（図 75、76）。 
  































図 79 象⼭隆利「Point（部分）」2019 年 
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34 Claris, Edmond, De L'Impressionnisme En Sculpture : Lettres Et Opinions de Rodin, Rosso, Constantin Meumier 
Etc, Paris, La Nouvelle Revue, 1902, pp.51~52 





























                                                






























                                                
37 本論⽂ p.29〜30 参照 
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